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おしゃか さま はすいけ 

ある 日の 事で ございます。 御釈迦 様 は 極楽の 蓮 池の 

ふち を、 独りで ぶらぶら 御 歩きに な つてい らっしゃい 

はす 

ました。 池の 中に 咲いて いる 蓮の 花 は、 みんな 玉の よ 

きんいろ ずい 

うに まつ 白で、 そのまん 中に ある 金色の 蕊 から は、 何 

とも 云えない 好い 句が、 絶 間な く あたりへ 溢れて 居 

ります。 極楽 は 丁度 朝な ので ございましよう。 

おた たず 

やがて 御釈迦 様 は その 池の ふちに 御 佇みに な つ て、 

おもて おお ようす 

水の面 を蔽 つてい る 蓮の 葉の 間から、 ふと 下の 容子 



を 御覧に なりました。 この 極楽の 蓮 池の 下 は、 丁度 

地獄の 底に 当って 居ります から、 水晶の ような 水 を 

さんず のぞ 

透き 徹して、 三 途の河 や 針の 山の 景色が、 丁度 視き 

眼鏡 を 見る ように、 はっきりと 見える ので ございま す- 

する とその 地獄の 底に、 犍陀 多と 云う 男が 一 人、 ほ 

かの 罪人と 一し よに 蠢 いている 姿が、 御 眼に 止まり 

ました。 この 犍陀 多と 云う 男 は、 人 を 殺したり 家に 火 

をつ けたり、 いろいろ 悪事 を 働いた 大 泥坊で ございま 

すが、 それでも たった 一 つ、 善い 事 を 致した 覚えが ご 

ざいます。 と 申します の は、 ある 時 この 男が 深い 林の 

中 を 通ります と、 小さな 蜘蛛が 一 匹、 路 ばた を 這って 



のない 声で、 「しめた。 しめた。」 と 笑いました。 とこ 

ろが ふと 気がつき ますと、 蜘蛛の 糸の 下の 方に は、 

力ず 力 _5 リ 

数 限 もない 罪人た ちが、 自分の のぼった 後 をつ けて、 

まるで 蟻の 行列の ように、 やはり 上へ 上へ 一 心に よじ 

のぼって 来る では ございま せんか。 犍陀多 はこれ を 見 

ると、 驚いた のと 恐し いのと で、 しばらく はた だ、 

莫迦の ように 大きな 口 を 開いた まま、 眼ば かり 動かし 

て 居りました。 自分 一人で さえ 断れそう な、 この 細い 

蜘蛛の 糸が、 どうして あれ だけの 人数の 重みに 堪える 

き 

事が 出来ましょう。 もし 万 一 途中で 断れた と 致し まし 

かんじん 

たら、 折角 ここへまで のぼって 来た この 肝腎な 自分 ま 



ましょう。 

しかし 極楽の 蓮 池の 蓮 は、 少しも そんな 事に は 

頓着 致しません。 その 玉の ような 白い 花 は、 御釈迦 

おみ あし うてな 

様の 御 足の まわりに、 ゆらゆら 萼を 動かして、 その ま 

ん中 にある 金色の 蕊 から は、 何とも 云えない 好い 句が、 

たえま あ ふ ひる 

絶 間な く あたりへ 溢れて 居ります。 極楽 ももう 午に 近 

くな つたので ございましよう。 

(大正 七 年 四月 十六 日) 
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